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今
年
は
こ
れ
ま
で
に
ま
し
て
暑
い
夏
で

す
が
、
皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
。

　

本
年
度
は
法
学
部
が
茗
荷
谷
に
移
転

し
、
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
の
様
子
も
ず
い
ぶ

ん
変
わ
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
前
に
は
昼
休

み
な
ど
食
堂
近
く
は
雑
踏
状
態
で
し
た

が
、
そ
れ
は
緩
和
さ
れ
、
過
ご
し
や
す
く

な
っ
た
と
も
言
え
ま
す
が
、
少
々
寂
し
く

も
あ
り
ま
す
。
キ
ャ
ン
パ
ス
の
現
状
に
つ

い
て
は
、
次
号
で
ご
報
告
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
白
門
経
友
会
も
よ
う
や
く
通
常

の
対
面
で
の
総
会
を
六
月
一
〇
日
に
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
各
号
議
案
と

報
告
に
つ
い
て
は
次
ペ
ー
ジ
に
詳
述
い
た

し
ま
す
。

　

二
〇
二
三
年
度
の
活
動
計
画
に
つ
い
て

は
、「
本
会
の
活
動
が
あ
ま
り
周
知
さ
れ

て
い
な
い
の
は
大
変
残
念
で
あ
り
、
他
の

支
部
や
地
元
の
O
B
と
の
連
携
な
ど
、

本
会
の
存
在
を
知
ら
し
め
る
た
め
の
方
策

を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
」
と
の
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
（
コ
ロ
ナ
禍
で
ほ
と
ん
ど
目

立
っ
た
活
動
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
は
イ
ベ
ン
ト
等
を
通
じ
て
積
極

的
に
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
様
か
ら
の
ご
協
力
を
こ
の
場
を
借
り
て

お
願
い
い
た
し
ま
す
）。

　

総
会
の
後
は
、
例
年
当
該
年
度
末
に
退

職
さ
れ
る
ご
予
定
の
教
員
に
記
念
講
演
会

を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。
今
回
は
金
融

論
の
井
村
先
生
で
す
。

公
開
記
念
講
演
会

演
題　

井
村
進
哉
教
授

演
題　

二
七
年
間
の
授
業
・
ゼ
ミ
を
振
り

返
っ
て

　

講
演
で
は
ご
自
身
の
経
歴
、
研
究
歴
か

ら
は
じ
め
て
、中
大
で
の
ご
自
身
の
授
業
・

ゼ
ミ
に
つ
い
て
振
り
返
ら
れ
ま
し
た
。

　

一
九
七
三
年
に
経
済
学
部
に
入
学
し
、

学
部
は
資
本
論
を
読
ん
だ
り
し
て
い
た

が
、
古
典
を
読
ん
で
過
ご
す
こ
と
に
満
足

で
き
ず
、
大
学
院
は
商
学
研
究
科
に
進
学

し
、
ア
メ
リ
カ
金
融
史
、
企
業
財
務
、
証

券
市
場
、
政
府
金
融
機
関
の
生
成
史
を
学

ん
だ
。
一
九
八
五
年
に
小
樽
商
科
大
学
に

就
職
す
る
と
、
た
と
え
ば
財
務
管
理
論
の

授
業
で
は
、
当
時
倒
産
が
話
題
に
な
っ
た

三
光
汽
船
の
財
務
諸
表
一
〇
年
分
を
そ
の

ま
ま
学
生
に
わ
た
し
、
学
生
に
財
務
分
析

を
さ
せ
る
な
ど
し
て
鍛
え
た
。
こ
う
い
う

経
験
を
さ
せ
た
結
果
、
卒
論
の
提
出
率
が

七
割
超
え
た
。
三
、四
年
の
ゼ
ミ
を
や
り

と
お
し
た
上
で
卒
論
を
出
し
て
初
め
て

一
二
単
位
と
な
る
制
度
は
よ
い
と
思
い
、

中
大
で
も
同
様
の
こ
と
が
で
き
れ
ば
と

願
っ
た
が
、
か
な
わ
な
か
っ
た
。
小
樽
商

大
は
こ
ぢ
ん
ま
り
し
た
大
学
だ
っ
た
が
、

中
大
に
戻
る
と
一
学
年
の
定
員
一
〇
〇
〇

人
で
、
自
分
の
古
巣
で
は
な
い
よ
う
な
気

も
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
「
孤
塁
を
守

る
戦
い
」
を
や
る
ん
だ
と
い
う
思
い
を

も
っ
て
臨
ん
だ
。

　

ゼ
ミ
で
は
、
論
文
を
書
く
こ
と
の
大
切

さ
を
強
調
し
、
論
文
の
基
本
が
論
争
行
為

で
あ
り
、考
察
対
象
を
明
確
に
し
た
上
で
、

課
題
を
設
定
し
、
分
析
視
角
を
意
識
し
た

上
で
仮
説
を
立
て
、
そ
の
検
証
を
行
う
と

い
う
一
連
の
手
続
き
の
重
要
性
を
教
え

た
。
フ
ォ
ー
マ
リ
テ
ィ
を
大
切
に
し
、
財

政
分
析
報
告
集
な
ど
に
仕
上
げ
さ
せ
た
。

そ
の
結
果
、
卒
業
生
の
多
く
が
金
融
関
係

に
就
職
し
た
。

　

井
村
先
生
は
、
こ
の
よ
う
に
中
大
で
の

二
七
年
間
を
振
り
返
ら
れ
ま
し
た
。
先
生

は
ち
ょ
う
ど
二
年
前
に
大
病
を
患
わ
れ
て

昨
年
一
月
に
寛
解
さ
れ
、
息
子
か
ら
も

ら
っ
た「
命
」で
さ
ら
に
一
〇
年
間
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
、
最
後
に
今
後
の
抱
負
を

語
ら
れ
ま
し
た
。
大
学
の
定
年
退
職
に

よ
っ
て
、
教
育
活
動
か
ら
は
身
を
引
か
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
研
究
、
そ
し
て

在
職
中
は
兼
職
で
あ
っ
た
J
A
S
C
研

究
所
理
事
長
を
本
職
と
し
て
、
精
力
的
に

社
会
活
動
を
続
け
ら
れ
て
い
く
意
気
込
み

を
語
ら
れ
て
、講
演
を
終
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

講
演
会
の
後
は
、
ヒ
ル
ト
ッ
プ
二
階
に

会
場
を
移
し
、
懇
親
会
を
行
い
ま
し
た

（
写
真
：
下
）。

井
村
先
生
の

ゼ
ミ
か
ら
卒

業
生
、
現
役

学
生
も
参
加

し
て
く
れ

て
、
あ
っ
と

い
う
間
の
楽

し
い
二
時
間

と
な
り
ま
し

た
。

4 年ぶりに、対面による総会を開催しました



  2023 年（令和 5年）8 月 31 日　　 　白門経友会    　 第 84 号（2） 

第
三
三
回
定
期
総
会
資
料

第
１
号
議
案　

二
〇
二
二
年
度
活
動
報
告

 

Ⅰ  
会
議

１
．
二
〇
二
二
年
度
定
期
総
会

二
〇
二
一
年
七
月
一
五
日
（
金
）

　
　
　

 

～　
七
月
二
二
日
（
金
）

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
と
し
て
、

対
面
で
の
総
会
開
催
を
断
念
し
、
白

門
経
友
会 

H
P
に
掲
載
し
、
持
ち

回
り
審
議
と
す
る
。

▼
第
1
号
議
案

二
〇
二
一
年
度
活
動
報
告
及
び
決
算

報
告

▼
第
2
号
議
案

二
〇
二
二
年
度
活
動
計
画
及
び
予

算
案

▼
第
3
号
議
案

そ
の
他
報
告
事
項

以
上
、
持
ち
回
り
審
議
に
て
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

2
．
常
任
幹
事
会
会

　

二
〇
二
三
年
三
月
二
〇
日
（
水
）

　

 

Ⅱ  

行
事二

〇
二
二
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め

め
ぼ
し
い
行
事
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。

 

Ⅲ  

会
報
の
発
行

▼
第
八
二
号　

二
〇
二
二
年
九
月
一
日
発
行

学
部
長
挨
拶
（
佐
藤
拓
也
教
授
）
╱

キ
ャ
ン
パ
ス
点
景
╱
第
三
二
回
定
期

総
会
資
料
╱
え
、
あ
の
先
生
が
（
若

松
直
幸
教
授
）

▼
第
八
三
号　

二
〇
二
三
年
一
月
十
日
発
行

経
済
学
部
百
周
年
記
念
奨
学
金
受
給

者
の
活
躍
：「
受
験
の
挫
折
か
ら
大

逆
転
。
難
関
資
格
に
挑
み
、
金
融
大

手
に
就
職
し
た
充
実
の
四
年
間
」（
山

本
さ
く
ら
）、「
授
業
で
「
ゲ
ー
ム
理

論
」
に
魅
せ
ら
れ
研
究
者
を
志
し
て

大
学
院
へ
。」（
方
小
セ
ン
）
╱
「
御

茶
ノ
水
か
ら
始
ま
っ
た
書
籍
と
の
出

会
い
」（
谷
口
洋
志
） 

第
2
号
議
案　

二
〇
二
三
年
度
活
動
計
画

 

Ⅰ  

会
議

１
．
二
〇
二
三
年
度
定
期
総
会

日
時　

二
〇
二
三
年
六
月
一
〇
日（
土
）

一
四
時
よ
り

場
所　

七
号
館
一
階
七
一
〇
四
教
室

（
1
）
二
〇
二
二
年
度
事
業
報
告
・
決

算
報
告

（
2
）
二
〇
二
三
年
度
事
業
計
画
・
予

算
案

（
3
）
役
員
選
任
お
よ
び
役
付
き
幹
事

の
承
認

（
4
）
そ
の
他　

総
会
終
了
後
、
公
開

記
念
講
演
を
実
施
す
る

2
．
幹
事
会

年
三
回
程
度
、
対
面
で
開
催
す
る
。

 

Ⅱ  

行
事

1
．
学
部
授
業
・
ゼ
ミ
へ
の
協
力
。 

学

外
お
よ
び
会
員
か
ら
の
講
師
の
推
薦

を
経
友
会
と
し
て 

協
力
支
援
す
る
。 

2
．
学
部
行
事
へ
の
協
力
。

3
．
会
報
な
ど
を
通
じ
て
、「
経
済
学
部

創
立
百
周
年
記
念
奨
学
金
」
募
金
を

支
援
す
る
。

4
．
白
門
経
友
会
会
員
同
士
の
親
睦
を
計

り
教
職
員
及
び
学
生
と
の
交
流
を
深

め
る
行
事
を
行
う
。

 
Ⅲ  
会
報
発
行

会
報
「
白
門
経
友
会
」
を
年
3
回

発
行
す
る
。
な
お
、前
年
度
同
様
に
、

原
則
と
し
て
紙
ベ
ー
ス
で
の
発
行
を

年
1
回
と
し
て
、
他
の
号
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
と
す
る
。

時
間
：
一
四
時
四
〇
分
よ
り

講
師
：
井
村 

進
哉 

教
授

演
題
：「
二
七
年
間
の
授
業
・
ゼ

ミ
を
振
り
返
っ
て
」

 

Ⅳ  

そ
の
他

1
．
学
部
の
活
動
状
況
を
、
積
極
的
に
会

報
を
通
し
て
広
報
す
る
。

2
．多
数
が
参
加
可
能
な
講
演
等
の
開
催
。

あ
る
い
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
可
能
な
講

演
を
行
う
。

3
．
白
門
経
友
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容

の
充
実
化
の
た
め
に
、
学
生
お
よ
び

外
部
有
識
者
か
ら
の
投
稿
を
勧
め

る
。

4
．
以
上
の
活
動
を
通
し
て
入
会
呼
び
か

け
の
強
化
。

第
３
号
議
案　

役
員
選
任
お
よ
び
役
付
き

幹
事
の
承
認

顧　

問　
　

齋
藤 

巌
、
松
丸 

和
夫

会　

長　
　

佐
藤 

拓
也
（
経
済
学
部
長
）

幹
事
長　
　

濱
岡 

剛

副
幹
事
長　

佐
藤 

文
博
、
鳥
居 

鉱
太
郎

常
任
幹
事　

安
藤 

磐
、
風
間 

俊
範
、
鈴

木 

秀
男
、
高
梨 

明
宏
、
田

中 

右
一
、
局 

芳
暁
、
吉
永 

匡
宏
、
米
田 

貢

監　

事　
　

石
橋 

敦
史
（
経
済
学
部
事
務

長
）、
森
元 

公
和

（
あ
い
う
え
お
順
、
敬
称
略
）
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収入の部 支出の部

科目 金額 科目 金額
前年度繰越金 1,097,493 総会費 ０

会費収入 224,664 印刷費 61,875

寄付金収入（学員会） 100,000 HP維持費 26,400

受取利息 9 交流費 0

振込手数料 495

通信費 18,480

雑費 2,428

小計 109,678

次年度繰越金 1,312,488

合計 1,422,166 合計 1,422,166

収入の部 支出の部

科目 金額 科目 金額

前年度繰越金 1,312,488 懇親会費 55,000

会費収入 200,000 会報発行費 70,000

懇親会会費収入 55,000 ＨＰ維持費 40,000

寄付金収入（学員会） 100.000 交流費 30,000

受取利息 8 振込手数料 1,000

通信費 30,000

雑費 20,000

小計 246,000

次年度繰越金 1,421,496

合計 1,667,496 合計 1,667,496

次年度繰越金内訳

三井住友銀行八王子支店 普通預金 423,584

ゆうちょ銀行 通常貯金 843,829

現金 45,075

合計 1,312,488

2022 年度　決算報告書

自 2022 年 4 月 1 日　　至 2023 年 3 月 31 日　　（単位：円）

自 2023 年 4 月 1 日　　至 2024 年 3 月 31 日　　（単位：円）

2023 年度　予算報告書
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二
〇
一
九
年
四
月
に
、
経
済
学
部
に
着

任
い
た
し
ま
し
た
章
沙
娟
（
し
ょ
う　

さ

え
ん
）
と
申
し
ま
す
。
私
は
大
学
院
を
修

了
後
、
東
洋
大
学
で
教
職
に
就
い
た
後
、

本
学
に
着
任
し
ま
し
た
。
専
門
は
国
際
金

融
で
あ
り
、
二
〇
一
九
年
三
月
に
退
職
さ

れ
た
中
條
誠
一
先
生
の
後
任
と
し
て
国
際

経
済
部
門
に
属
し
て
い
ま
す
。
担
当
科
目

は
「
国
際
経
済
学
」「
外
国
為
替
論
」「
特

殊
講
義
Ⅲ
」「
貿
易
・
国
際
金
融
特
別
講

義
」
に
加
え
少
人
数
の
「
演
習
」
も
担

当
し
て
い
ま
す
。「
特
殊
講
義
Ⅲ
」
で
は
、

英
語
で
為
替
相
場
の
決
定
理
論
に
つ
い
て

教
え
て
い
ま
す
。「
演
習
」
で
は
、
英
語

で
為
替
相
場
の
変
動
が
企
業
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
に
与
え
る
影
響
を
主
要
な
テ
ー
マ
と

し
て
、
日
々
学
生
と
共
に
学
ん
で
い
ま
す
。

現
在
の
私
の
研
究
で
も
、
中
国
の
企
業
レ

ベ
ル
の
デ
ー
タ
を
用
い
て
、
為
替
相
場
の

変
動
が
企
業
の
輸
出
数
量
・
価
格
に
及
ぼ

す
影
響
、
お
よ
び
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ

い
て
研
究
し
て
い
ま
す
。
為
替
相
場
は
、

様
々
な
経
済
主
体
に
影
響
を
与
え
る
重
要

な
要
素
で
す
。
家
計
に
と
っ
て
は
物
価
や

資
産
運
用
、
海
外
旅
行
な
ど
に
関
係
し
、

企
業
に
と
っ
て
は
貿
易
や
海
外
生
産
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
、
資
金
調
達
手
段
や
企

業
買
収
な
ど
が
関
連
し
ま
す
。
現
在
、
為

替
相
場
を
理
解
す
る
こ
と
は
私
た
ち
の
生

活
に
お
い
て
欠
か
せ
な
い
重
要
な
ス
キ
ル

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
に
も
為

替
相
場
に
興
味
を
持
ち
、
積
極
的
に
学
ん

で
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
の
出
身
地
は
中
国
の
浙
江
省
に
あ
る

「
温
州
」
と
い
う
都
市
で
、「
温
州
み
か
ん
」

の
名
前
の
由
来
と
な
っ
た
柑
橘
の
産
地
と

し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
暖
か
い
気
候

は
日
本
本
土
と
似
て
い
ま
す
。

　

私
は
約
一
五
年
前
の
二
〇
〇
八
年
四
月

に
日
本
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。
当
時
、
喜

び
と
不
安
を
抱
え
な
が
ら
交
換
留
学
生
と

し
て
、
富
山
国
際
大
学
に
留
学
し
ま
し
た
。

日
本
を
選
ん
だ
理
由
は
、
高
校
時
代
に
観

た
「
ス
ラ
ム
ダ
ン
ク
」
と
い
う
ア
ニ
メ
に

感
銘
を
受
け
、
日
本
の
ア
ニ
メ
に
魅
了
さ

れ
た
か
ら
で
す
。
そ
し
て
、
大
学
四
年
生

の
進
路
を
考
え
る
際
、
日
本
へ
の
留
学
を

決
意
し
ま
し
た
。
富
山
国
際
大
学
に
在
籍

し
て
い
た
間
、
国
際
経
済
学
を
学
ぶ
機
会

を
持
ち
、
経
済
学
に
深
い
関
心
を
抱
く
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
二
〇
一
〇

年
四
月
に
横
浜
国
立
大
学
大
学
院
国
際
社

会
科
学
研
究
科
に
入
学
し
、
計
量
経
済
学

と
国
際
経
済
学
を
専
攻
し
、
将
来
的
に
日

本
の
大
学
で
教
鞭
を
執
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
勉
学
に
励
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
幸
運
な
こ
と
に
、
中
央
大
学
の
先
生

に
な
る
こ
と
が
で
き
て
、
私
を
育
て
て
く

れ
た
日
本
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち
に
溢

れ
て
い
ま
す
。
着
任
し
て
か
ら
ま
だ
日
が

浅
い
で
す
が
、
経
済
学
部
の
先
生
方
や
事

務
職
員
の
方
々
は
と
て
も
親
切
で
、
私
は

す
っ
か
り
中
央
大
学
に
馴
染
ん
で
い
ま

す
。
今
後
も
、
わ
ず
か
な
力
で
す
が
、
中

央
大
学
の
教
育
や
研
究
に
全
力
を
尽
く
し

て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

経
済
学
部
創
立
百
周
年
記
念
奨
学
金

へ
募
金
の
お
願
い
（
目
標
金
額　
六
〇
〇
〇
万
円
）

募金方法や税制上の優遇措置など、詳しくは
WEB サイトをご覧ください。中央大学ホーム
ページの経済学部トップから黄色のバナーを
クリック。スマホは QR コードから。

　

学
生
の
キ
ャ
リ
ア
形
成

を
金
銭
面
か
ら
後
押
し
す

る
「
経
済
学
部
創
立
百
周

年
記
念
奨
学
金
」
の
原
資

が
、
三
年
後
に
も
尽
き
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
経
済

学
部
創
立
百
周
年
に
寄
せ

ら
れ
た
篤
志
か
ら
創
設
さ

れ
、
以
来
十
年
間
で
約

二
百
名
の
学
生
を
後
押
し

し
、
各
々
が
大
き
な
成
果

を
挙
げ
て
き
た
本
奨
学
金

を
、
こ
れ
か
ら
の
学
生
た

ち
に
も
同
様
の
制
度
と
し

て
継
続
し
た
く
、
現
奨
学

金
へ
の
追
加
と
い
う
形
で

皆
様
の
支
援
を
賜
り
た
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

え
、
あ
の
先
生
が　
シ
リ
ー
ズ
㉟

経
済
学
部
助
教　

章 

沙
娟

編
集
後
記

　

先
日
あ
る
会
員
か
ら
、
一
九
八
七
年
卒

の
佐
藤
英
司
氏
が
山
形
銀
行
の
頭
取
に
就

任
し
た
こ
と
を
、
ぜ
ひ
会
報
で
取
り
上
げ

て
欲
し
い
と
い
う
連
絡
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
Ｏ
Ｂ
の
活
躍
を
紹
介
す
る
こ
と
を
こ

れ
ま
で
あ
ま
り
し
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
今
後
そ
う
し
た
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る

こ
と
も
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
詳
細
は

こ
れ
か
ら
で
す
が
、
ぜ
ひ
紹
介
し
た
い
Ｏ

Ｂ
の
活
躍
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。　
　
（
幹
事
長　

濱
岡　

剛
）


